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要旨 
スポーツチームの強化においては、チームワークを高めるためのコミュニケーションス
キルの強化は重要課題のひとつである。とりわけ攻守混合型のボールゲームにおいては、
メンバー間のコンビネーションをより高いものとするためのコミュニケーションスキルの
獲得・強化が重要課題となっている。そこで、本研究では、東海学生ハンドボール連盟男
子 1 部リーグに所属するＡ大学ハンドボールチームを対象に、チームビルディングプログ
ラムを実施し、メンバーのコミュニケーションスキルの変容を検証した。 
本チームビルディングは、第三者の専門家によるファシリテーションのもと、6 名ずつ
計 6 グループに区分し、各グループで課題にチャレンジする体験学習型のプログラムを採
用し、春季リーグが始まる 4 月から秋季リーグが始まる 9 月までの 5 ヶ月間で実施した。
具体的には、組織開発ツールを活用し、自己開示とフィードバックを繰り返すことで、自
他理解の促進、チームメンバーとの関係性構築を目的としたプログラムを立案した。  
本チームビルディングプログラムの実施によるメンバーのコミュニケーションスキル
の変容を検証するため、定点的な質問紙調査を実施した結果、とりわけ「自己主張」にお
いて効果が確認された。また、チームビルディング終了後の監督からのヒアリング調査か
らも、メンバー間のコミュニケーションにおいてポジティブな変容が確認された。  
 
キーワード 
ハンドボールチーム，チームビルディング，コミュニケーション，チームワーク，リーダ
ーシップ 
 
１．緒言 
 サッカーやバスケットボール、ハンドボールなどのボールゲームは、敵味方がコートを
重複使用し、一つのボールの争奪とゴールへのシュートをめぐって攻防が相入り乱れる攻
守混合型ボールゲームとされている 1)。この種のボールゲームでは「敵との駆け引きのな
かで味方と連携する」という特性から、集団的スキルやチームワークといったものが要求
される。言い方を換えれば、メンバー間のコンビネーションの水準を競い合うのがこの種
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のボールゲームの本質と言っても過言ではない。つまり、このメンバー間のコンビネーシ
ョンをより高いものとするためにはチームのメンバー同士のコミュニケーションを豊かに
する必要があるといえよう 2）。 
集団スポーツチームにおけるコミュニケーションは、チームのメンバー同士がお互いの
考えを理解し合うことで築かれるものであるが、お互いが言いたいことを言い合えないよ
うな関係はコミュニケーションを悪くする。レギュラーと補欠の関係でも同様で、お互い
が話し合って理解し、刺激し合わなければならない 3)。つまり、ゲームに出場するメンバ
ー同士が良いコミュニケーションをとるだけでは優秀なチームにはなれないのである 1)。
遠藤ら 4)は、「体力が技術にすぐれていても、チーム内の選手間にまとまりがないと、試
合に負けてしまうケースはよく見られる。チームが集団として機能するために最も良い状
態にあることが最も良いパフォーマンスを生み出すと考えられる」とし、杉原ら 5)は、「チ
ームワークというものは、自己犠牲の精神ではなく、自分のためにやっている「個」が集
まることが、さらにチームを良いものにしていくと考えられる」と述べている。  
このようなチームワークを高めるための取り組みとして、チームビルディングへ関心が
寄せられている 6)。チームビルディングとは、個人が組織において最大限に能力を発揮で
きるよう、そして、そのような組織へと変革を促すことを企図して、もともと企業組織の
組織開発のなかで発展してきた伝統的な技法であり、経営学の領域においては、その理論
や技法の開発が進められている 6)。また、組織開発におけるグループレベルの人的要因の
プロセスへの代表的な介入技法として、組織開発論では、研究者やファシリテーターなど
の第三者の介入による研究によって、企業組織のみならず、スポーツチームにおいても数
多くの実践がなされ、その効果が報告されている 6)。上田 7)は、「良いチームビルディン
グが行われていれば、コミュニケーションは深く豊かになり、コミュニケーションが活発
であれば、良いチームビルディングが行われるという相互作用関係にあるなど、集団の特
性でもあり集団形成とも深い関係にある」と述べている。また、芳地ら 6)は、大学生アス
リートを対象としたチームビルディングにおいて、「組織やチームの抱える問題点を解決
し、組織やチームを効果的に変革するための一つの手段になる」と述べており、他にもス
ポーツチームを対象としたチームビルディング研究が散見される 3)8)。 
しかし、実際にボールゲームのスポーツチームを対象としたチームビルディング研究に
おいて、メンバーのコミュニケーションスキルに及ぼす影響について検証した事例は見当
たらない。 
そこで本研究では、大学ハンドボールチームを対象にチームビルディングプログラムを
実施し、メンバーのコミュニケーションスキルの変容について客観的な検証を試みた。 
 
２．目的 
本研究では、大学ハンドボールチームを対象に、第三者の専門家によるファシリテーシ
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ョンのもと、チームビルディングプログラムを実施し、定点的な質問紙調査や監督へのヒ
アリング調査から、メンバーのコミュニケーションスキルの変容を客観的に検証すること
で、とりわけ攻守混合型のボールゲームのスポーツチームにおける現場の指導者にとって、
チームメンバーのコミュニケーションスキル向上の一助となる知見を提供することを目的
とする。 
 
３．方法 
3.1.対象チーム 
 東海学生ハンドボール連盟男子 1 部リーグに所属するＡ大学ハンドボールチームを対象
とした。 
対象チームを率いる監督は、現役時代にはインカレ準優勝を果たし、卒業後は母校のコ
ーチを 2 年間、ハンガリー・ブダペスト女子アカデミーチームのアシスタントコーチを 2
年間務めている。2016 年度から現在のチームの監督に就任し、3 年目のシーズンを迎えて
いるが、チーム全体を統括する監督としてチームを率いるのは今回が初めてである。  
チームの過去の戦績は、現在の監督が就任する前年の 2015 年度に過去最高となる全日
本インカレでベスト 8 の成績を残している。しかし、前監督の退任とともに主力であった
4 年生も卒業し、大きな変革期を迎えた中での監督のスタートとなった。  
管理栄養士による栄養指導や積極的な選手勧誘により、2016、2017 年度は 1 部リーグ
残留を死守してきた（表 1）が、さらなる飛躍の一助として本研究の介入となった。 
3.2.対象者 
対象者は、対象チームに所属する男子大学生 1 年生から 4 年生までの 36 名（n=34 平
均年齢 19.88 歳 SD＝±0.91、Range＝18-22）であった。しかし、そのうちの 2 名は、春
のシーズン終了後に合流し、最後の質問紙調査（フォローアップテスト）のみの参加であ  
 
表 1．対象チームの主要大会戦績（2016～2018） 
2016         2017         2018 
東海学生春季リーグ戦      8/10 位        8/10 位        7/10 位  
西日本インカレ          ―          ―       Ａブロック 4/4 位  
東海学生秋季リーグ戦      9/10 位          8/10 位        4/10 位  
全日本インカレ          ―           ―         出場権獲得  
 
表 2．対象者内訳 
1 年生       2 年生       3 年生       4 年生     
人数         13         15          3           3 
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ったため、本研究の対象者として適格でないと判断、除外し、最終的な対象者を 34 名とし
た（表 2）。 
サンプルサイズの計算を行い、サンプルサイズは 24 名以上が適切であることを確認し
た。計算条件は分析方法を反復測定の分散分析（被験者内比較）、エフェクトサイズ＝0.25、
p=0.05、検出力=0.8、グループ数=3 とした。  
3.3.介入 
本研究においては、第三者の専門家によるファシリテーションのもと、対象者を 6 名ず
つ計 6 グループに区分し、各グループで課題にチャレンジする体験学習を中心としたチー
ムビルディングプログラムを採用した。 
春季リーグが始まる 4 月から秋季リーグが始まる 9 月までの介入期間において、計 7 回
のチームビルディングプログラムの実施と定点的な質問紙調査を実施（表 3）し、本プロ
グラムがチームメンバーのコミュニケーションスキルに与える影響を検証した（表 3）。 
さらに、チームビルディング終了後、チーム内の変化や選手の行動変容など、定性的な
視点からチームビルディング効果を検証するため、チームの監督へのヒアリング調査を実
施した（表 3）。 
 
表 3．研究のフロー 
研究のフロー  公式戦スケジュール  
2018/4/12 質問紙調査（ベースラインテスト）33 名回答  
チームビルディングプログラム実施①  
2018/4/18 チームビルディングプログラム実施②  
2018/5/16 チームビルディングプログラム実施③  
2018/6/4  チームビルディングプログラム実施④  
2018/6/5  チームビルディングプログラム実施⑤  
2018/6/6  質問紙調査（メインテスト）23 名回答  
・メインテストに参加した 11 名が不参加  
・新たに 1 名が参加  
2018/6/26 チームビルディングプログラム実施⑥  
2018/7/3  チームビルディングプログラム実施⑦  
2018/9/5  質問紙調査（フォローアップテスト）29 名回答  
      ・メインテスト不参加のうち 7 名が復帰  
      ・メインテストから参加していた 1 名が不参加  
2018/9/7  監督へのヒアリング調査  
4/7-5/26 東海学生春季リーグ戦  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7/13-16 西日本インカレ  
9/1-10/21 東海学生秋季リーグ戦  
 
 
 
11/9-14 全日本インカレ  
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3.4.データ収集 
コミュニケーションスキルの経時的変化を測定するため、質問紙は藤本・大坊（2007）
によって開発されたコミュニケーションスキル尺度（ENDCOREs）を使用した。「自己統
制」「表現力」「解読力」「自己主張」「他者受容」「関係調整」の 6 下位因子で構成さ
れ、それぞれ４項目、全部で 24 項目について、「かなり得意（7 点）」から「かなり苦手
（1 点）」までの 7 件法による回答を求めた。 
ベースラインテストはチームビルディングの介入開始前に実施した。1 回目の効果測定
となるメインテストは、体験学習を中心としたプログラムである①～⑤まで終了した時点
で実施した（表 3）。2 回目の効果測定となるフォローアップテストは、西日本インカレに
向けたトレーニングが終了した時点から 2 か月の時間をおいて実施した（表 3）。 
実施時期については、それぞれ以下のねらいをもって設定した。メインテストは体験学
習型のプログラムを集中的に実施した時点での効果を確認するため、フォローアップテス
トはチームビルディングの実施による効果の残存を確認するために当該時期に実施した。  
また、量的データによる分析だけでなく、チームの変化を質的に評価するため、2 回目
の効果測定と時期を合わせてチームの監督にヒアリング調査を行った。  
3.5.分析方法 
対象者の質問紙調査への参加率は、2 回目（メインテスト）の参加者が 1 回目（ベース
ラインテスト）および 3 回目（フォローアップテスト）と比べ相対的に少ない（表 3）。
そのため、多重代入法を用いて欠損値を補完したうえで対応のある分散分析を行い、チー
ムビルディングの実施がコミュニケーションスキルに及ぼす影響を統計学的に検討した。
多重代入は、全対象者の各設問への回答および各因子の平均得点を予測変数とし、不参加
によって欠損となった各設問および各因子の平均値を代入した。対応のある分散分析のア
ウトカムは ENDCOREs により測定したコミュニケーションスキルとし、ファクターは
時間経過（質問紙調査施 1 回目から 3 回目）とした。分散分析により有意差が検出され
た場合は Bonferroni 法による多重比較を行った。分析には SPSS ver.22 を用いた。加え
て、ヒアリングで得た質的データからチームにどのような変化が起こったのかを示した。 
 
４．結果 
4.1.質問紙調査 
多重代入を行った結果、平均値に大きな変動なく標準誤差が小さくなった（表４）。分
散分析の結果では「自己主張」に有意差が検出され（F=7.33, df=2, p<0.01）（表 5）、ベ
ースラインテスト、メインテスト、フォローアップテストの 3 つの時点の経時的変化を確
認した結果では、メインテストの「自己主張」において有意差が検出され（F=9.56, df=1, 
p<0.01, r=0.47）（表 6）、「表現力」「他者受容」「関係調整」においても正の効果が示
唆された（表 6）。さらに本研究では、メインテストに加えてフォローアップ期のテスト
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を行い、チームビルディングによる効果の残存を確認するため、Bonferroni 法による多重
比較も行った。その結果、「自己主張」において、メインテスト、フォローアップテスト
の双方ともベースラインテストと比較し有意に得点が向上していることが示された
（Average difference=0.65, 95%CI=0.12-1.19; Average difference=0.43, 95%CI=0.04-
0.83）（表 7）。 
4.2 監督へのヒアリング調査 
 本チームビルディング終了後、これまでの実践を振り返り、チーム内の変化や選手の行
動変容などについて監督へのヒアリング調査を実施した結果、①1 年生へのアイスブレイ
ク効果が得られた、②2、3、4 年生のリーダーシップが少しずつ現れ始めた、③ネガティ
ブストロークが減少してポジティブストロークが増加した、④選手間でのコーチングやコ
ミュニケーションが増えてきた、⑤ゲーム中に自分たちで解決しようとする姿が増えてき
た、などの回答が得られた。  
 
５．考察 
本研究では、大学ハンドボールチームを対象にチームビルディングプログラムを実施  
 
表 4．多重代入前後の各測定値比較 
Factor 
Baseline Main outcome Follow-up 
Mean SE Mean SE Mean SE 
自己統制 4.68(4.63) 0.20(0.14) 4.92(4.74) 0.22(0.17) 4.68(4.85) 0.19(0.15) 
表現力 3.84(3.83) 0.27(0.19) 3.99(4.19) 0.28(0.22) 4.02(4.00) 0.29(0.21) 
解読力 4.53(4.51) 0.26(0.18) 4.72(4.67) 0.25(0.19) 4.73(4.67) 0.25(0.17) 
自己主張 3.66(3.60) 0.27(0.19) 4.08(4.26) 0.32(0.23) 4.08(4.04) 0.28(0.19) 
他者受容 4.73(4.74) 0.26(0.18) 5.02(5.05) 0.27(0.22) 4.75(4.76) 0.22(0.18) 
関係調整 4.58(4.57) 0.22(0.16) 5.03(4.89) 0.22(0.19) 4.47(4.54) 0.21(0.16) 
*(    )の値は多重代入後の値 
 
表 5．分散分析の結果 
Factor SS df MS F p 
自己統制  0.86   2 0.43 0.88 0.42 
error 32.25 66 0.49   
表現力  2.15 2 1.08 1.92 0.16 
error 35.85 64 0.56   
解読力  0.61 2 0.30 0.61 0.55 
error 33.01 66 0.50   
自己主張  7.54 2 3.77 7.33 0.00†††  
error 33.97 66 0.52   
他者受容  2.03 2 1.02 1.58 0.21 
error 42.34 66 0.64   
関係調整   2.60 2 1.30 1.84 0.17 
error 46.75 66 0.71   
 †††：p<0.01 
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し、定点的な質問紙調査によって、メンバーのコミュニケーションスキルの変容について
客観的な検証を試みた結果、メインテストにおいてすべての因子得点で向上が確認された
（表 4、図 1）。とりわけ「自己主張」において有意な効果が確認され（表 6、表 7）、
「表現力」「他者受容」「関係調整」においても正の効果が示唆された（表 6）。このよ
うな結果から、チームビルディングプログラムの実施によって表現力が高まり、言いたい
ことを発言できる能力の向上や、他者の意見も尊重し、共感できる部分は受け入れるな
ど、チーム内における良好な人間関係の維持にも配慮できる能力の向上が示唆された。ま
た、監督からのヒアリング調査からも、チームビルディングによって選手間でのコーチン
グやコミュニケーションが活性化され、ゲーム中に自分たちで解決しようとする姿勢の増
加など、集団的スキルやチームワークなどにおいてポジティブな行動変容が確認されてお  
 
表 6．対応ある分散分析による経時的変化 
Factor Time SS df F p r 
自己統制 Baseline vs. Main 0.43  1 0.43 0.52 0.11 
 error 1.01 33    
 Main vs. Follow-up 0.43  1 0.36 0.56 0.10 
 error 1.21 33    
表現力 Baseline vs. Main 4.31  1 3.98 0.06†  0.33 
 error 1.08 32    
 Main vs. Follow-up 1.14  1 0.91 0.35 0.17 
 error 1.26 32    
解読力 Baseline vs. Main 0.91  1 0.66 0.42 0.14 
 error 1.39 33    
 Main vs. Follow-up 0.00  1 0.00 0.99 0.00 
 error 1.01 33    
自己主張 Baseline vs. Main 14.56  1 9.56 0.00†††  0.47 
 error 1.52 33    
 Main vs. Follow-up 1.65  1 2.22 0.15 0.25 
 error 0.74 33    
他者受容 Baseline vs. Main 3.21  1 3.34 0.08†  0.30 
 error 0.96 33    
 Main vs. Follow-up 2.87  1 1.63 0.21 0.22 
 error 1.76 33    
関係調整 Baseline vs. Main 3.62  1 2.84 0.10†  0.28 
 error 1.28 33    
 Main vs. Follow-up 4.16  1 2.48 0.13 0.27 
 error 1.68 33    
†：p<0.10  †††：p<0.01 
 
表 7．「自己主張」におけるベースラインテストに対する 
メインテストとフォローアップテストの多重比較 
 Average Difference 
Each test - Baseline 
SE p 
95％CI 
Lower Upper 
自己主張 Baseline vs. Main 0.65 0.21 0.01††  0.12 1.19 
 vs. Follow-up 0.43 0.16 0.03††  0.04 0.83 
††：p<0.05 
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小野 圭久，大学ハンドボールチームにおけるチームビルディングが 
メンバーのコミュニケーションスキルに及ぼす影響 
り、メンバー同士がお互いの考えを理解し合おうとするコミュニケーションスキルの修得
が示唆された。さらに、秋季リーグ戦においては現監督自身にとって最高位となる 4 位
を果たし、全日本インカレ出場権を獲得している。本チームビルディングとの因果関係の
検証は本研究の範囲外であるが、チームは着実にステップアップしている。監督へのヒア
リング調査でも好影響が示唆されており、チームのステップアップに何らかの好影響を及
ぼしている可能性はある。チームビルディングがチームにどのように作用したのか検証す
るために、今後、メンバーへのヒアリング調査などを実施することも必要かもしれない。  
しかし、フォローアップテストの各因子得点においては、メインテストの因子得点よ
りも下がる傾向が確認され、とりわけ「関係調整」においてその傾向が顕著であった（図
1）。これは、統計学的に改善が支持された「自己主張」と「関係調整」が表裏一体の関
係にあることを示唆するかもしれない。時には仲間と意見が相反してでも必要な自己主張
をすることで、関係調整の自己評価が低下することも十分に考え得るであろう。また、メ
インテストがチームビルディングプログラム実施直後であったのに対し、フォローアップ
テストは直前のチームビルディングプログラム実施から 2 ヶ月が経過していたことか
ら、チームビルディング効果が経時的に薄れていることが示唆された。 
 
６．結論 
本研究では、大学ハンドボールチームを対象にチームビルディングプログラムを実施し、
メンバーのコミュニケーションスキルの変容について客観的な検証を試みた。 
前述したとおり、質問紙調査では、とりわけ「自己主張」において有意な効果が確認さ
れ、「表現力」「他者受容」「関係調整」においても正の効果が示唆された。加えて監督
からのヒアリング調査からも、メンバー間のコミュニケーションやリーダーシップにおい
てポジティブな行動変容が確認され、主要大会での好成績など、一定のチームビルディン  
 
 
図 1．コミュニケーションスキルの経時的変化  
3.5
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グ効果は得られた。  
また、本研究では、攻守混合型のボールゲームの代表的な競技種目としてハンドボール
を取り上げたが、スポーツには多くの種目が存在し、それぞれの種目特性やチームの成熟 
度など、チームが抱える問題は多種多様である。チームビルディングにおいては、このよ
うな多種多様なチーム状況への対応が求められるため、第三者の専門家によるファシリテ
ーションのもと、チームビルディングプログラムが立案、実践されている。しかし、チー
ムビルディング効果が経時的に薄れていくことが示唆されたことから、スポーツチームの
永続的な発展のためには、定期的な専門家の介入によるチームビルディングプログラムの
実践が求められるが、あまり現実的ではない。日常からチームを指導している監督やコー
チがチームビルディングスキルを修得し、ファシリテーターとなり、チームの問題解決に
向けたチームビルディングプログラムを立案、実践していくことが理想であろう。  
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Influence of Team Building Program on Communication 
Skills in University Handball Team 
 
Yoshihisa ONO，Motoki INOUE，Naoto SHOJI 
 
Abstract 
In strengthening the sports team, strengthening communication skills to enhance 
teamwork is one of the important tasks. Particularly in ball games where attacks and 
defenses are mixed, acquiring and strengthening communication skills to make the 
combination among the members higher is becoming an important issue. 
Therefore, in this research, we conducted a team building program for a university 
handball team belonging to the men's top league of the Tokai Student Handball Feder-
ation, and verified the transformation of the communication skills of the members. 
This team building conducted a hands-on learning program to challenge tasks in groups 
under the facilitation of third-party experts during the 5 months from the spring league 
to the fall league. 
Through implementation of this team building program, we conducted a fixed question-
naire survey to examine the transformation of the communication skills of the members, 
and as a result, especially in "self-assertion" emotions and psychological conditions 
from opponent's remarks, gestures, facial expressions was confirmed. 
In addition, from the interview survey from the head coach, positive transformation 
was confirmed in the communication between the members.  
 
Keyword 
Handball Team, Team Building, Communication, Teamwork, Leadership 
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